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松島第二小学校 6 年生とにかほ市立院内小学校 6 年生の交流 

～瑞巌寺案内等松島の歴史文化を紹介～ 



 

町章の由来（昭和38年12月16日制定） 

この町章図案は，「まつしま」を図案化したもので，波を象り円内の部分は融和団結を表し，円外に突出し

た部分は鳳の翼を形どり躍進松島の姿を象徴する。 

 

｢松島｣の名の由来 

松島という名称のおこりには，昔から多くの伝説がある。その主なものをあげると， 

(1) 聖徳太子が仏教信奉のあまり，達磨大師がわが国に来られることを信じ，松島に来られて現在

の扇谷に庵を構えて，その到来を待たれた。待つと松との母音が通ずるので，待島が松島と転化

した。 

(2) 見仏上人が雄島で修行されていたころ，時のみかど鳥羽天皇が，松の苗木千本を贈られて，こ

れを慰められたので，初めは千本の松の島という意味で千松島と呼んだが後に千を略して松島と

呼ぶようになった。 

(3) 源頼朝の夫人政子が，雄島で修行中の見仏上人を慰めるため姫小松千株を贈られた。それで初

めは千松島といったが，後に千を略して松島と呼ぶようになった。 

 

その他にもこれと似た伝承があり，こんな伝説からみて松島という名称は，最初は雄島に名づけ

られたものであったが，次第に範囲が広くなって，現在の松島の総称となったと説く人もある。 

それらの真偽は別として，260 余に近い島々のどの島にも緑の松が生えているので，松島と呼んだ

というのが一番正しいようである。 

 

松島町民憲章（昭和58年4月1日制定） 

わたくしたちは，日本三景の美しい自然と伝統ある歴史に誇りを持つ松島町の町民です。 

わたくしたちは，この町を愛し力を合わせ，活力あるふるさとをつくるため，この憲章を定めま

す。 

1．わたくしたちは，教養を高め体をきたえ，健康なまちをつくります。 

1．わたくしたちは，仕事にはげみ，明るい家庭と，豊かなまちをつくります。 

1．わたくしたちは，きまりを守り，住みよいまちをつくります。 

1．わたくしたちは，互いに助けあい，心のかよう，温かいまちをつくります。 

1．わたくしたちは，自然と教育，文化を大切にし，美しいまちをつくります。 

 

町花・町木（平成15年4月1日制定） 

         町花 「セッコク」                 町木 「松」 
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1．町の略図 
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２．位置，地勢 

 松島町は，宮城郡の東端に位置し，東は東松島市，西は宮城郡利府町・黒川郡大郷町，南は松島湾，

北は大崎市・遠田郡美里町に隣接し，政令都市仙台市と工業都市石巻市のほぼ中間にある。 

 鉄道は，町域を東西に横断する仙石線，南北に縦断する東北本線がある。道路は国道45号・同346号，

主要地方道仙台松島線・大和松島線・奥松島松島公園線・仙台松島有料道路などがあり，交通の要所

となっている。 

 町面積は54.04k㎡で，平成22年5月に仙塩広域都市計画区域に編入されている。 

 町土の約50％は松島丘陵の森林であり，眺望・景観のよさで昔から景勝地として知られ，また，日本

三景・特別名勝松島として有名であり，東北観光の拠点となっている。 

 

 ◆位 置：東経140°04′ 北緯38°22′   面 積：54.04k㎡ 

  人 口：男7,288人 女7,767人          世帯数：5,602世帯 

  合 計：15,055人 

（平成26年5月1日現在） 

 

３．沿 革 

 万葉の昔より風光明媚で知られ，日本三景の一つに称される松島町は，宮城県の中央部に位置し，  

松島湾に浮かぶ大小260余の島々を包含する町である。松島の緑を添えた島々は，長い年月の波浪浸食，

風化作用によって四季を通じてそれぞれ異なった景観を呈する自然美と，数多くの歴史的，学術的にも

価値の高い文化遺産が残されている。明治35年に「県立自然公園」，大正12年には国の「名勝」に，昭

和27年に国の「特別名勝」にも指定されており，その美しいたたずまいは俳聖松尾芭蕉も絶賛した屈指

の景勝地である。 

 本町は，古くから多くの人びとが居住していたことは，国指定の西の浜貝塚に代表される町内各地域

に散在する遺跡が示すとおりで，奈良時代より土器による製塩が行われていた地域でもあった。 

近世に至っては伊達氏の領地となり，品井沼干拓工事が行われるなど，低湿地や湖沼・海浜地の埋め

立てにより農地の開発整備が進んだ。明治4年に仙台藩を廃して仙台県として郡及び町村の呼称を改めた

結果，大小区制となり，第2大区，小13区と称された。明治22年県令で従来の連合村であった松島村，高

城村，本郷村，磯崎村，手樽村，北小泉村，竹谷村，幡谷村，根廻村，初原村，桜渡戸村をもって松島

村とする旨の公布があり，その後昭和3年に町制の施行で現在に至っている。 

 町の産業基盤は観光，農業，漁業，商業で，とりわけ年間400万人近い観光客が来遊する観光産業は，

国宝瑞巌寺や国重要文化財の五大堂など数々の歴史的建造物を有することから，現在これらの保全を優

先しつつ，多様な観光需要に対応可能な高い機能を有する国際観光都市を目指した取り組みが進められ

ている。 
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４．松島町の人口ピラミッド 

（平成26年5月1日現在） 

 

 

総人口  15,055  人 

 

男 7,288人                女 7,767人 
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男 女 計 男 女 計
松島 手樽

1 松島一 57 70 77 147 60 元手樽 64 94 108 202
2 松島二 36 49 60 109 61 名籠 40 61 61 122
3 松島三 46 68 58 126 62 古浦 44 65 53 118
4 松島四 86 71 89 160 63 早川 54 80 78 158
5 松島五 40 55 53 108 64 三浦 28 38 53 91
6 松島六 35 35 39 74 65 左坂 20 30 32 62
7 松島七 28 41 42 83 計 250 368 385 753
8 松島八 46 65 75 140 北小泉
9 松島九 73 103 118 221 70 中出山 12 23 27 50

10 松島十 106 117 135 252 71 芋沢 18 23 21 44
11 松島十一 111 132 154 286 72 滝ノ沢 14 17 27 44
12 松島十二 90 90 95 185 73 後小泉 26 41 44 85
13 松島十三 79 94 108 202 74 十文字 8 13 12 25
計 833 990 1,103 2,093 計 78 117 131 248

高城 下竹谷
20 西柳一 122 188 173 361 80 蒲 19 32 27 59
21 西柳二 143 158 205 363 81 藤ノ巻 11 22 18 40
22 高城一 99 129 127 256 82 大日向 14 31 26 57
23 高城二 56 75 81 156 83 中才 17 24 29 53
24 高城三 30 36 43 79 84 貝殻塚一 15 25 26 51
25 高城新三 62 71 80 151 85 貝殻塚二 23 38 44 82
26 高城四 36 41 49 90 計 99 172 170 342
27 高城五 37 42 53 95 上竹谷
28 高城中 51 59 73 132 90 片町 44 72 62 134
29 高城六 87 102 100 202 91 新田町 31 50 52 102
30 高城新六 97 107 131 238 92 猪里沢 39 68 67 135
31 割波 96 108 120 228 計 114 190 181 371
32 割波二 59 72 70 142 幡谷
33 光陽台 65 71 84 155 100 小ヶ谷 51 90 96 186
34 高城七 92 104 110 214 101 明神崎 20 27 28 55
35 高城八 83 83 109 192 102 新田 30 49 45 94
36 高城九 59 86 85 171 103 品井沼一 48 62 70 132
37 高城十 76 49 61 110 104 品井沼二 54 74 87 161
計 1,350 1,581 1,754 3,335 105 中通 49 80 94 174

本郷 106 上幡谷 71 126 134 260
40 帰命院下 135 181 202 383 170 くぬぎ台 89 158 148 306
41 居網 76 124 101 225 計 412 666 702 1,368
42 愛宕 92 122 135 257 根廻

150 三居山一 112 155 150 305 110 前根廻 29 46 52 98
160 三居山二 109 125 123 248 111 後根廻 111 79 121 200
44 反町 63 87 91 178 計 140 125 173 298
45 新橋 61 84 85 169 初原
46 小森 25 41 30 71 120 初原一 55 48 60 108
47 新小梨屋 78 88 100 188 121 初原二 87 132 140 272
計 751 1,007 1,017 2,024 122 初原三 74 83 92 175

磯崎 123 初原四 53 77 75 152
50 磯崎一 78 108 128 236 計 269 340 367 707
51 磯崎二 76 79 100 179 桜渡戸
52 磯崎三 93 143 149 292 130 桜渡戸一 27 30 32 62
53 磯崎四 118 171 175 346 131 桜渡戸二 21 24 27 51
54 磯崎五 154 193 185 378 132 桜渡戸三 20 31 37 68
55 磯崎六 134 149 154 303 計 68 85 96 181
56 磯崎七 91 112 116 228 自衛隊
57 磯崎八 107 135 141 276 140 自衛隊 17 17 0 17
58 磯崎九 121 171 149 320 計 17 17 0 17
59 磯崎十 186 273 288 561
59 磯崎十一 63 96 103 199
計 1,221 1,630 1,688 3,318

５．地　区　別　人　口　統　計　表
（平成26年5月1日現在）

地区 行政区 世　帯
人　　　口人　　　口

地区 行政区 世　帯

7,767 15,055総合計 5,602 7,288
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松島町の教育 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．組織 

 

松島町教育委員会の組織 

教育委員会制度 

 教育においては，政治的中立性と安定性の確保が強く要請されるため，地方公共団体の長から独

立した行政機関として教育委員会が置かれ，それぞれに属する権限の範囲内で相互に対等かつ独立

に事務を執行する。教育についての方針や施策は教育委員会の合議で決定される。  

   

松島町教育委員会 

 松島町教育委員会は 5 人の委員で構成されている（下表参照）。委員は，人格が高潔で教育，学

術及び文化に関し，識見を有するもののうちから町長が町議会の同意を得て任命する。 

 委員長は，委員の中から選挙され，教育委員会の会議を主宰し，委員会を代表する。 

 教育長は，教育委員の中から教育委員会が任命し，教育委員会の指揮監督の下に教育委員会の権

限に属するすべての事務をつかさどる。また，これらの事務を処理するために，教育委員会に事務

局が置かれる。 

 

                                 

                                     

 

          委員長              委員長職務代理者 

          平   秀 毅          早 川  成 美 

  

 

 

 

 

 

 

委員             委員             教育長 

       藤 澤  美 子       瀨 野 尾  千 惠         小 池   滿 

平成 26 年 4 月 1 日現在 

役    職   氏    名 委員就任年月日 

委   員   長 平     秀  毅 平成 24年 10 月 1 日 

委員長職務代理者 早  川   成  美 平成 24年 10 月 1 日 

委            員 藤  澤   美  子 平成 19年 10 月 1 日 

委            員 瀨 野 尾  千   惠 平成 26 年 2 月 25 日 

教   育   長 小  池      滿 平成 23 年 6 月 27 日 
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松島町教育委員会の機構図 

教　 育 　委 　員 　会

（付属機関）

野外活動センター

本郷分館

勤労青少年ホーム

松島分館

高城分館

Ｂ＆Ｇ海洋センター

松島中学校

桜渡戸分館

北小泉分館

下竹谷分館

上竹谷分館

幡谷分館

根廻分館

初原分館

松島第五小学校

松島第二小学校

手樽分館

磯崎分館

松島第五幼稚園

松島第二幼稚園

松島第一幼稚園
手樽地域交流センター

松島東部地域交流センター

奨学金貸与事業運営委員会

学校給食センター 学校教育班 生涯学習班

教  育  長

スポーツ振興センター
運　動　公　園
町民グラウンド

文化財保護委員会

松島第一小学校

品井沼干拓資料館

文化観光交流館

社会教育委員

学校給食センター運営審議会教 育 課
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２．松島町教育委員会基本方針・基本施策 
 

 
本町の今後 10 年間の教育の理念と指針を定めた松島町教育振興基本計画（平成 25 年

3 月策定）に基づき，町民として日々成長する望ましい姿・めざす姿を実現するために

以下の教育基本方針のもと，5つの基本施策及び重点事業を示し，町民の生涯学習の充

実と進展を図るべく，松島の歴史と文化の継承と創造を推し進めるとともに「幼児教

育・学校教育の向上」及び「地域や家庭における教育の再生と活性化」を達成する町民

総参加型の教育振興を推進していく。 

 

 

松島町教育振興基本計画の教育基本構想のめざす姿 

 
 

『誇りと絆を育みしなやかに生きる松島人』 
 

 

                 

 

1 松島町の教育基本方針 

 

 

 

「松島で活きて 松島を大切にし 豊かな心を育てる」 

 
基本方針Ⅰ：  社会全体で協育し，笑顔あふれる松島人を育成する 

 

基本方針Ⅱ：  学校・家庭・地域が協働し，夢と志を育み，しなやかに力強く 

      生き抜く松島人を育成する 

 

基本方針Ⅲ：  松島の豊かな教育資源に学ぶ教育活動を推進し，郷土の景観に 

誇りを持ち，新たな文化を創造する松島人を育成する 

 

基本方針Ⅳ：  生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動を推進し，健康で豊かな 

人生を送れる松島人を育成する。 
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2 松島町教育の基本施策  

◎重点事業 

 

基本施策１：幼児教育の充実 

『元気でのびのびとした心豊かな松島っ子を育てる土台づくり』 

 

 

１) 元気な松島っ子の育成（心身の健全な発育を促す教育活動の推進） 
◎幼児の身体能力の向上（ＣＯＴや体つくり運動・外あそびの推奨） 

・基本的な生活習慣の定着をはかる指導の推進 

・フッ素洗口の実践によるむし歯の予防推進 

・ふるさと食材活用による食育の充実 

・幼児教育環境の整備（新規事業：第五幼稚園建設） 

・ＡＬＴとの交流による初歩的な異文化体験の推進 

・親子の心の健康をサポートする相談体制の充実 

 

２)幼保小中高の連携推進 
◎幼稚園・保育所・小中学校・高校等との連携や相互交流の実施 

  ・小学生・中学生・高校生による保育体験や交流を通した夢や希望を育む取り組み 

の実践 

 ・特別支援教育の早期体制づくりと連携による支援の推進 

 ・幼稚園・保育所合同による幼児教育の研究・開発と実践 

（子ども･子育て支援制度改正に伴う幼児教育のありかたの検討） 

 

３) 学ぶ基盤をつくる家庭教育力の向上支援 
◎就学に向けた家庭の教育力の向上推進 

(社会性・粘り強さ・責任感・創造性・自主性・集団規範を育む家庭教育の推進) 

・親子ふれあいの推進のための啓発活動の推進 

家族の広場づくり（自然との触れ合い，遊び，家族会話，絵本の読み聞かせ等)  

  ・幼稚園・保育所・社会教育連携による親子行事・家庭教育事業の実施 

・松島の自然や文化などの教育資源を生かした保育の推進 

   

４) 地域で支える子育て支援の充実 
◎家庭や地域との協働による教育の工夫と実践 

  （自然体験交流・地域の達人活用・ボランティアによる子育て支援の促進） 

・園児の預かり保育や相談体制の充実による子育て支援の推進 

・家庭教育の支援・園庭開放・体験入園の実施 

  ・ごみゼロ運動や花いっぱい運動等の地域の協働による活動の推進 

 

５) まつしま防災学（幼児期）の推進 
・災害に対する基本的な対応能力の育成 

・小中学校や地域との協働による防災訓練・交通安全教育等の実施 
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基本施策２：小中学校教育の充実 

『夢と志を持ち，誇りと自信に満ちた児童生徒を育成する教育活動の展開』 

 

 

１) 確かな学力の向上をめざした取組の推進       
   ◎個に応じたきめ細かな指導体制による基礎・基本となる学力の定着を図る 

   （尐人数指導・習熟度に応じた指導，複数体制による指導（T・T）の導入） 

・学習状況調査にもとづいた学習課題への継続的指導 

  （学力向上推進委員会による指導と評価の一体となった学力向上プランの実施） 

・「分かる」喜びを実感し，自主的な学習への意欲を喚起する「学び支援事業」の活用 

・特別支援教育の充実（幼稚園・保育所・小中学校間の連携，特別支援コーディネータ 

ーによる特別支援指導計画に基づく指導） 

◎家庭との協働による家庭学習の習慣化 

・自主的な学習習慣につなげる家庭学習内容の工夫 

・国語力向上に向けた読書活動の充実と家庭での学習習慣形成に向けた保護者への啓発 

◎教職員研修の充実 

・教職員の授業力向上（ICT 活用，地域との協働授業）への支援強化 

  ・にかほ市との学力向上をテーマとする相互研修の継続 

・外国語活動の充実に向けた指導方法の工夫 

                     

２) 夢と感動のある学校づくり       
  ◎児童生徒が主体的に協力と達成の喜びを体感できる教育活動の創造と支援 

・小中高連携による志教育の推進（新規事業:志教育支援事業） 

（町立小学校合同の６年生交流，小学６年生と中学１年生の総合学習合同発表会， 

中学２年生と松島高校２年生の職場体験学習交流等の実施） 

・異校種間の特徴を生かし，教職員相互の資質向上をめざす小中交流授業の推進 

・未来を志向した学校諸施設の充実とＩＣＴ等の教育設備の充実 

 （児童生徒教育用 PC等の充実，校務システムの年次導入） 

・県内外の学校や芸術・文化団体との交流の推進 

                    

３) 心身ともに健全な児童生徒の育成  

◎子どもの安心･安全を守る取組の推進  

・いじめ防止の徹底（いじめ防止基本方針の作成と徹底） 

・関係機関と連携による児童生徒の安全を守る取組の推進（虐待，DV，非行等） 

 ◎不登校の早期支援及び相談体制の整備 

（新規事業：心のケア・不登校支援事業） 

◎体力向上や心身の健康増進に向けた取組の推進 

・学校・家庭・地域の協働による子育て活動の推進 

 （家庭の広場づくりや自然とのふれあい活動，あいさつ運動，ゴミゼロ運動，地域行

事への参加，通学路安全，危険箇所点検等） 

・ＣＯＴ実践，体力テスト結果活用による児童の身体能力の向上推進 

・児童・生徒の肥満予防と体力の増進 

・フッ素洗口の実践によるむし歯予防の推進 

・ふるさと食材の活用による家庭と連携した食育の推進と安全な給食の提供 

・安全な教育環境の整備及び事故防止の徹底 

   

４）松島の歴史文化と地域を学ぶ活動の推進   
  ◎郷土松島を素材とする歴史文化教育と豊かな自然に学ぶ教育の工夫と実践 
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（総合的な学習の時間における義務教育９年間を通じたカリキュラムの検討と実践） 

  ・学校・家庭・地域の協働によるふるさと教育，キャリア教育の推進 

  ・小中学生の国際交流および地域間交流の推進 

   （夫婦町秋田県にかほ市等との交流，ALT や ICT を活用した国際理解・異文化学習） 

 

５）まつしま防災学の推進 
 ◎「自助」「共助」「公助」を基軸に据えた「まつしま防災学」の推進 

・大規模災害に対応した防災教育及び避難訓練の充実 

・ライフラインや避難所開設や備蓄を学ぶ学習 

・幼保小中高及び大学や社会福祉協議会や地域防災組織との協働による防災教育，ボラ 

ンティア教育の推進 

 

 

基本施策３：地域文化の継承と創造 

     『歴史と文化を継承し，文化遺産の保護と活用を図った教育の推進』 

 

１）歴史と文化と地域を学ぶ学習の推進 

◎各地域の埋もれた史跡や資料の再発見および確認調査の推進 

   ◎歴史資料等調査・整理作業およびデータ・ベース化の推進 

     ・町内歴史・文化遺産の小中学校教材化推進 

    （「松島町歴史文化教育カリキュラム」の作成と実践） 

   ・地域の魅力ある文化・伝統の継承保存と内外への情報発信 

   ・特別名勝松島の景観および歴史文化遺産の保全 

  
 
 

基本施策４：生涯学習の推進 
『協働による家庭教育・地域活動の推進』 
 

 
 
１）地域で支える家庭教育の推進 
   ◎各分館活動を中心とする地域活動の活性化 

    ・自主サークル活動の発足と運営への支援 

    ・地域における世代間交流や青尐年育成活動への取組支援 

    （ジュニア・リーダー育成と活動推進，にかほ市中学生とのリーダー交流） 

    ・心の通い合う「家庭づくり」啓発の推進 

    ・地域における子どもの社会性を育成する取組の実施  

    （新規事業：地域との協働による「防災キャンプ」「学校教育支援活動」の実施） 

    ・地域の協働による地域交流センター活用の活性化支援 

     

２）芸術文化活動の充実促進 
     ◎音楽・芸能等の芸術鑑賞や自主的な芸術活動の推進 

   （文化観光交流館を拠点とした古典芸能・音楽・演劇等の文化発信事業の実施） 

   ・町民による芸術文化展や演奏会などの開催 

   ・自主サークルによる学習活動の支援 

   ・図書室機能の充実と読書活動の推進 
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    （ボランティアによる読み聞かせや巡回図書活動の推進） 

  ・社会教育施設の整備と運用の充実 

 
３）国際感覚を培う生涯学習の取り組み 

     ◎歴史・文化・景観をテーマとする交流活動の企画 

   ・子どもたちの国際交流や地域間交流の企画と実践 

   ・松島の食文化の再発見と発信 

   ・ライフステージに応じた各種学習事業の展開 

 

 

基本施策５：町民総スポーツの推進 

『スポーツを通した町民の活力と地域の活性化』 

 
 
１）スポーツを通した地域間交流の推進 

     ◎分館活動等地域の協働による身近なスポーツの普及推進 

   ・スポーツによる他市町村との交流の企画・支援 

   ・秋田県にかほ市との各種スポーツ交流の推進 

 

２）体力づくりの推進 

   ◎ＣＯＴの実践による子どもの体力向上の推進 

   ・体力づくり推進の地域コーディネーターやボランティアの育成 

   ・スポーツ施設の効果的な活用推進による町民の健康増進 

（新規事業：屋根付多目的屋外運動場の整備，運動公園多目的運動広場の人工芝化） 

 
３）見るスポーツの推進 

    ◎レベルの高いスポーツ大会の開催・招致 

   ・アスリートの招致によるスポーツ教室の開催 

   ・子どもを対象とする国際大会観戦等の事業企画 

 
４）スポーツを通した心と体の健康 

     ◎高齢者向けスポーツ教室の実施 

   ・ウォーキング等推進のための環境づくりの推進 

 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

*¹ＣＯＴ コオーディネーショントレーニング《Co-ordination Training（COT）》は，運動の巧緻性を高めるトレーニングの一種

であるが，巧緻性の運動そのものを獲得することではなく，運動学習の能力，つまり，「学ぶ力」を得ることに最大の

目的を置いている。脳・身体への適切な感覚・運動刺激をどのようにして与えるかが，コオーディネーショントレーニ

ングにおける最大の課題であり，総合的な心身の発達に関連付けた教育の一環として位置付けられる。徳島大学大学院

教授荒木秀夫 

 

*²ＡＬＴ 外国語指導助手（Assistant Language Teacher の略）日本人の教員を補佐し，主に会話の指導にあたる外国人補助教員。  

出典：（株）三省堂『大辞林 第二版』 

 

*³ＩＣＴ 情報通信技術(Information and Communication Technology の略）。情報や通信に関連する技術一般の総称のことで，一 

般的には「情報通信技術」と訳されるが，文部科学省や教育の分野ではコンピューターやインターネットなどの「情報

コミュニケーション技術」と訳されている。 

出典：文部科学省ホームページ 
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３．夫婦町・秋田県にかほ市（旧象潟町）との教育における交流 

 

①夫婦町の経緯 

 松島町とにかほ市（旧象潟町）は，俳聖松尾芭蕉の紀行文『奥の

細道』で「 俤
おもかげ

 松嶋にかよいて又異なり 松嶋は笑うが如く 象

潟はうらむがごとし」とつづっているように，往時から広く世に知

られた対照的な絶景の地である。 

 また，約 700 年前，旧象潟町横手出身の谷（たに）が松島町のす

でに他界した小太郎に嫁ぎ，その父母に孝養を尽くし，一生を小太

郎に捧げた軒端の梅心月庵紅蓮尼の物語は日本女性の鑑として語り

伝えられている。 

 こうした地理的，歴史的背景によって両市町は夫婦の如く存在し，

緊密に結ばれていることから，昭和 62 年 8 月 1 日に「夫婦町」の

盟約を交わしている。 

 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災においては，夫婦町

災害相互支援協定（平成 13 年 8 月 29 日締結）により本町に対して救援物資や職員派遣の支援をい

ただき，各種団体や個人から多くの義援金が寄せられた。 

 平成 24 年 8 月 6 日には，夫婦町の交流 25 周年を記念して『夫婦町締結 25 周年記念除幕式』，『に

かほ市・松島町銀婚式』が開催された。 

②夫婦町との交流 

 これまで松島町とにかほ市は，旧象潟町の「十日会」の活動が縁で始まり，市町議会，行政員，

婦人会，青年グループ，各種スポーツ団体等多くの人々が交流を積み重ねている。 

 野球・サッカー・バレーボールのスポーツ尐年団等における相互訪問交流や両市町のイベントで

の参加交流を図っている。 

③教育における学力向上等の交流 

松島町教育員会は過去 3 年にわたり教職員の指導力及び家庭における教育力の向上を目的として，

にかほ市教育委員会との交流事業を実施している。平成 23 年度に，にかほ市教育委員会の指導主

事等を講師として招き，松島町立小中学校の教職員を対象とした指導力向上研修会を開催して，学

力向上先進地の実践内容や指導法を学んだ。 

平成 24 年度より指導力向上を目的に、松島町立小中学校の教職員が にかほ市の教育施設視察及

び公開研究授業に参加している。平成 25 年度には松島第二小学校 6 年生が，修学旅行で松島町を

訪れた にかほ市立院内小学校 6 年生を瑞巌寺などに案内し交流を深めている。にかほ市青尐年健

全育成事業中学生リーダー研修に松島中学校生徒も参加し，体験を共有するとともに親睦を深めた。 

 平成 26 年度においても教職員研修やにかほ市公開授業参加による指導力向上と併せて，小学校

間交流や中学生リーダー研修等を継続して実施する予定である。 
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１．学校名と所在地 

 

平成 26 年 5 月 1日現在 

 

 

 

 

 

幼 稚 園 名 所 在 地 電話番号 園 長  

   う ち   み  と し  ゆ き  

松島第一幼稚園 松島字道珍浜 15 番地 022-354-4005 内 海 俊 行  

   あ さ  の     ゆ う  こ  
松島第二幼稚園 高城字反町五 14 番地 022-354-2401 浅 野 裕 子  

   み     う ら   し げ    お  
松島第五幼稚園 幡 谷 字 新 田 5 番 地1 022-352-2473 三 浦 成 夫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 名 所 在 地 電話番号 校 長 教 頭 

   う ち   み  と し  ゆ き え ん ど う   の り   ゆ き 

松島第一小学校 松島字道珍浜 10 番地 022-354-2384 内 海 俊 行 遠 藤 範 行 

   ふ る  や ま  よ う  い ち  た け   ま る   と し   は る 

松島第二小学校 高城字反町五 14 番地 022-354-2456 古 山 洋 一 竹 丸 敏 晴 

   み     う ら   し げ    お た か   は し       し ん 

松島第五小学校 幡谷字新田 5 番地１ 022-352-2101 三 浦 成 夫 髙 橋   伸 

   さ   と う  よ し は る た か   は し   ひ ろ    ふ み 

松 島 中 学 校 高城字三居山一６番地１ 022-354-3309 佐 藤 吉 晴 高 橋 宏 文 
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

23 22 26 22 36 22 27 28 34 39 35 21 5 2 186 156

14 15 12 11 11 10 21 18 13 11 12 10 3 2 86 77

5 4 11 4 6 2 9 9 9 5 8 6 3 0 51 30

42 41 49 37 53 34 57 55 56 55 55 37 11 4 323 263

49 61 70 39 64 65 4 1 187 166

男 女 男 女 男 女

11 10 13 16 24 26

9 7 5 9 14 16

4 7 4 5 8 12

24 24 22 30 46 54

・教職員数

男 女 計 男 女 計

第一小学校 11 13 24 1 1 0 2 2 14 16 30

第二小学校 8 5 13 1 1 0 1 4 10 10 20

第五小学校 7 5 12 1 1 0 1 2 8 9 17

小学校計 26 23 49 3 3 0 4 8 32 35 67

松島中学校 20 8 28 1 1 1 1 5 21 16 37 ※栄養職員1人は，学校給食センター勤務

男 女 計 男 女 計

第一幼稚園 2 2 4 3 2 5 7 ※幼稚園教員，男１人は校長との兼務

第二幼稚園 0 4 4 2 0 6 6 ※幼稚園教員，女4人うち1人は保育所長との兼務

第五幼稚園 1 2 3 2 1 4 5 ※幼稚園教員，男１人は校長との兼務

幼稚園計 3 8 11 7 3 15 18

・学級数及び児童，生徒，園児数

第一小学校 2 2 2

教育
補助
員

総　計
幼稚園名

教員

7

栄養
職員

町費
負担
業務
員

教育
補助
員

総　計

3 6
100

学校名
教員（講師含） 事務

職員
養護
教員

幼稚園計 3
48 52

第一幼稚園 1

第五幼稚園 1 1 2
11 9 20

1

第二幼稚園 1 1 2
16 14 30

2
21 29 50

年少 年長 計

園児数 学
級
数

園児数 学
級
数

園児数 学
級
数

3松島中学校

幼稚園名

14
110 109 129 5 353

4 3 4

30
83 86 87 112 111 92 15

小学校計 4 4 4
586

4 4 4 6

8
9 15 8 18 14 14 3 81

1 1 1 2第五小学校 1 1 1

8
29 23 21 39 24 22 5 163

1 1 2第二小学校 1 1 1 1

14
45 48 58 55 73

2
56

2

5年4年

学
級
数

児童数 学
級
数

児童数 学
級
数

児童数 学
級
数

児童数 児童数

342

学
級
数

児童数児童数 学
級
数

2 2

学
級
数

児童数

6年 特別支援学級

学
級
数

２．学級数及び児童・生徒・園児数，教職員調べ

平成26年5月1日現在

学校名

1年 2年 3年 計
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３．幼稚園教育方針 

 

Ⅰ  幼稚園の教育の基本理念 

１ 育てたい人間像 

（１）郷土を愛し，日本人，松島人であることに誇りを持つ人間（愛郷） 

  （２）国際化の時代を，心豊かに，たくましく生きる人間   （進取） 

  （３）公共を重んじ，支え合い共に生きようとする人間    （共生） 

２ 幼稚園教育統一目標 

  『元気で伸び伸びとし，表現豊かな松島っ子の土台づくり』 

   ○健康で元気な笑顔あふれる子ども 

   ○すなおで思いやりのある子ども 

   ○自分で考え行動し，自分を表現できる子ども 

 ３ 幼稚園の共通経営方針 

  「松島町教育振興基本計画」に基づき 

（１） 人や環境にかかわる力と基本的な生活習慣の育成 

（２） 松島の特色，地域の特色を活かした教育の推進 

（３） 家庭，地域との連携強化 

（４） 各幼稚園間及び保育所，小学校との連携推進 

（５） 幼児期の防災教育の推進 

 

Ⅱ 具体的施策 

１ 元気な松島っ子の育成 
・幼児の身体能力向上（ＣＯＴや体つくり運動の活用，外遊びの推奨） 

・幼児教育環境の整備 

・基本的な生活習慣・食育・むし歯予防の推進 

・ＡＬＴによる国際理解教育や読み聞かせ等情操教育の推進 

・親子の心の健康をサポートする相談体制の充実 

２ 幼保小中高の連携推進 
・幼稚園・保育所・小学校等の相互の交流事業の実施  

・幼保合同の幼児教育の研究・開発と実践 

・各発達段階に応じた将来への夢や希望を育む指導の充実 

・特別支援の早期体制づくりと連携による支援 

・中学生・高校生等の保育ボランティア・保育体験の実施 

・まつしま防災学(幼児期)の推進 

(小中学校や地域との協働による防災訓練・交通安全教育等の実施) 

３ 家庭の教育力の向上支援 ～家庭でつくる親子の時間～ 
  ・親子ふれあいの推進のための啓発活動の実施  

   家族の広場づくり（自然との触れ合い，遊び，家族会話等の広場）                    

 ・幼稚園・保育所・社会教育における親子行事・家庭教育と連携した事業の実施    

４ 地域で支える子育て支援 
  ・家庭・地域・社会教育等との協働による親子交流や子育て支援教育の連携の推進 

   (自然体験交流・地域の達人活用)   

 ・園児の預かり保育による子育て支援の継続実施 

 ・家庭教育の支援・園庭開放・体験入園の実施 

 ・ごみゼロ運動や花いっぱい運動等の家庭や地域と協働による活動の推進  

－15－ 



 

４．幼稚園の概要 

                                  松島町立松島第一幼稚園 

                            〒981-0213 

                            宮城県宮城郡松島町松島字道珍浜 15 番地 

                            TEL（022）354-4005／FAX（022）354-4005 

１．地域と園の実態 

本園は日本三景特別名勝｢松島｣の中に位置し，東北本線松島駅に近く，また仙石線・高城町駅と松島海岸駅の

中間にある。園児は高城，磯崎，松島の三地区から通園をしている。幼稚園の近くに数多くの歴史的建造物や史

跡などがあり，観光客で賑わうが自然環境は比較的尐ない。 

ほとんどの幼児は入園する前に乳幼児サークルや保育所の経験があり，集団生活には慣れている。元気で明る

い子が多く，保護者も園に対する協力をおしまない。 

２．園の経営方針 

・幼児一人一人が，安心していきいきと生活できる環境づくりの工夫をする。 

・様々な体験活動を通し，幼児が生きる力の基礎を培うための指導や援助に努める。 

・幼児，教師，保護者が信頼し合い密接に連携をして教育を進める。 

・幼稚園と小学校の円滑な接続を図るために幼小の連携に努める。 

３．重点努力目標 

 ・幼児主体の活動を重視し，独自性，創造性の発揮が期待される教育課程 

の編成に努め，学びの土台づくりを行う。 

・自然に親しみ，感動する心と地域を愛する心情と態度の育成に努める。 

・積極的に身体を動かすための環境設定や援助に努め，心身ともに健康な 

幼児の育成を図る。（コオーディネーショントレーニングの充実） 

・安全指導と望ましい生活習慣や態度の育成に努める。 

・食育教育の充実に努める。 

 

                         松島町立松島第二幼稚園 

〒981-0215 

宮城県宮城郡松島町高城字反町五 14 番地 

TEL（022）354-2401／FAX（022）354-2401 

１．地域と園の実態 

本園は町の中央部に位置し，東北本線愛宕駅に近く，田中川に沿っている。幼稚園は，松島第二小学校に併設

されている。（平成19年4月1日より第三幼稚園，第四幼稚園が当園に統合され通園地域が広範囲になっている。） 

学区内を国道45号・346号，県道仙台松島線，三陸自動車道が縦横に走り，交通事情は頻繁となり，園児の交通

安全保護対策に万全の注意をはらっている。保護者は教育に対して関心が高く，熱心かつ協力的である。 

２．園の経営方針 

・幼児や地域の実態を把握し，その特性を生かした教育活動を実施し適切な評価を行い，園経営の資質向上に努める。 

・幼児を取り巻く環境を整備し，実践活動を重視したよりよい教育環境の  

整備と活用に努める。 

・健康や安全の確保を最優先しながら，より教育効果を高めるための環境 

の整備と活用に努める。 

３．重点努力目標 

・隣接する小学校，保育所との交流を図り，協同，自立の精神を養う。 

・意欲的に取り組む環境構成と援助のあり方を工夫する。 

・安全指導と望ましい生活習慣や態度の育成に努める。 

・保護者や地域社会との連携を図り，地域を愛する心情や態度の育成に努める。 

・豊かな情操育成と美しい環境の整備に努める。 

・健康保持と安全の確保のために積極的に体を動かし，心と体を鍛える子どもの育成に努める。また交通事故や自然災害などか 

ら命を守るための訓練に積極的に取り組む。 
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松島町立松島第五幼稚園 

〒981－0205 

宮城県宮城郡松島町幡谷字新田 5番地 1 

TEL（022）352-2473／FAX（022）352-2473 

 

１．地域と園の実態 

松島町の北部に位置し，東北本線品井沼駅を中心に開か

れた田園とゆるやかな山々に囲まれた静かな地域である。 

古くからの集落と新しく西部に開発された住宅地があ

り，生活環境に差異がある。 

吉田川や元禄潜穴，明治潜穴などでも知られ，童謡「ど

んぐりころころ」の作詞者・青木存義の生誕の地としても

有名である。 

小学校に併設しているため，小学校や地域の人々との交

流が多い。 

２．園の経営方針 

・幼児一人一人を理解し，発達の特性に応じた指導や援助に努める。 

・諸活動に意欲的に取り組み，元気に仲良く遊べる幼児を育てる。 

・幼児，教師，保護者が信頼し合い，連携して教育を進めるとともに，関係諸機関と連携を密にし，一人一人の

幼児に対して適切な支援ができるようにする。 

・併設する小学校との連携・接続を図り，発達上の課題を共有し，幼児期の教育のつながりを意識した指導・援

助に努める。 

・保育改善や幼児理解についての研修を充実し，実践的な指導力の向上を目指す。 

３．重点努力目標 

・基本的な生活習慣を身につけさせるとともに，あいさつの励行，後片付けなど，繰り返しの指導の中で，自己

の確立を目指し，道徳性の芽生えを培っていくようにする。 

・恵まれた自然環境を生かし，自然に親しみ，感動する心や地域を愛する心情を育てる。 

・日々の保育や行事の中で，併設している小学校との連携・努力を深める 

・混合保育における異年齢のかかわりを通し，思いやりの心をはぐくむ。 

・尐人数学級の良さを生かした，きめ細やかな指導を実践する。 
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５．小学校教育方針 

 
Ⅰ 小学校の教育の基本理念 

 １ 育てたい人間像 

（１）郷土を愛し，日本人，松島人であることに誇りをもつ人間 （愛郷） 

    （２）国際化の時代を，心豊かに，たくましく生きる人間    （進取） 

    （３）公共を重んじ，支え合い共に生きようとする人間     （共生） 

 ２ 小学校教育統一目標 

    『松島を愛し 新しい時代を拓く 心豊かなたくましい児童の育成』 

 ３ 小学校の共通経営方針 

    （１）確かな学力と基本的生活力の育成 

    （２）松島の特色を生かした教育の推進 

    （３）生涯学習の基盤づくりの推進 

    （４）生涯スポーツ振興への貢献 

    （５）防災教育の推進と防災対策への貢献 

  （６）教職員の資質向上 

 

Ⅱ 具体的施策（松島町立小学校ならではの特色ある教育活動） 

１ かしこく，やさしく，たくましい児童の育成 

（１） かしこく 

  ・基礎・基本の定着と学力向上 

① 『全校読書タイム』の実施と図書館の活用を通した学び方の指導の徹底 

② 基礎・基本の確実な定着と好ましい学習習慣の形成   

③ 「家庭学習の手引き」等の配付による家庭への啓発と家庭学習の習慣化 

④ 児童の実態に応じた学習指導の工夫（尐人数，T・T，習熟度別指導，教科担任制）

と個別指導の徹底 

⑤ 自ら学び，考える力を育む体験活動の充実 

⑥ 町内学力テストの実施（各校における結果の分析と対策の検討・実践） 

    ・外国語活動の充実 

① ALT を活用した外国語活動の充実 

② 各学年に応じたコミュニケーション能力の育成 

③ 体験的・実践的な学習の推進 

    ・特別支援教育の充実 

① 共に学び，共に育つ特別支援教育の推進 

② 特別支援教育に関する情報の共有と支援 

③ 適正な就学指導と啓発活動の推進 

（２） やさしく 

  ・心の教育の推進と道徳教育の充実 

① 道徳的実践力を育む指導法の工夫 

② 思いやりと信頼関係を育む異学年集団の活性化 

③ 命を大切にする教育の充実 

    ・一人一人を大切にする生徒指導の推進 

① 認め励まし合いながら心通わせる生徒指導の推進 

② 全職員の共通理解・共通行動による基本的生活習慣の指導の徹底 

③ 『いじめ』『不登校』『不登校傾向』の児童への積極的な働きかけと未然防止 

④ 児童へのアンケートの実施による実態把握と活用 

（３） たくましく 

    ・体育・健康教育・食育の充実 

① 教科体育の充実と体力つくりの推進 

② 健康的な生活習慣の形成と学校保健委員会等と連携した健康教育の推進 

③ 食に関する全体計画の見直しと，学校給食を中心とした指導の充実 

④ 歯磨き・フッ素洗口を通した健康教育の推進 

⑤ 体力テストの実施・分析・活用と COT の推進 

－18－ 



 

・安全教育・安全管理の推進 

① 安全教育の計画的実施 

② 地域・関係機関との連携 

③ 安全な教育環境と防災体制の整備 

（４） 特色ある学校づくりの推進 

    ・志教育の推進 

① 『志教育』の意義と在り方にかかわる認識の深化 

② 全体計画の確立と指導計画の作成 

③ 働くことの意義，正しい職業観の育成 

    ・幼・保・小・中の連携の推進 

① 幼・保・小相互の交流活動の充実 

② 情報の共有及び連絡調整を図るための定例会の実施 

③ 小・中学校による情報交換と相互の授業参観の推進 

   ・ふるさと教育・国際理解教育・福祉教育・人権教育・情報教育・環境教育等の充実 

① 地域の自然，歴史や文化にふれる活動と地域の人材を活用した郷土学習の推進 

② 時代の変化に対応する児童を育てる学校づくり（国際理解・情報教育等）の推進 

③ 地域愛護の意識の高揚を図る環境教育の推進 

    ・まつしま防災学（防災教育）の推進 

① 『まつしま防災学』の計画的な実施，地域と連携した避難，防災訓練の強化 

② 各学年の発達段階に応じた，災害から命を守る教育の推進 

    ・総合的な学習の時間の充実 

① 教科と関連した横断的，総合的な指導計画の作成と改善 

② ねらいの明確化と児童の主体的な取り組みを促す指導の工夫 

③ 外部講師（ゲストティーチャー）やボランティアの積極的活用 

 ２ 教職員の資質の向上     

（１）教職員の研修の充実と実践的校内研究の推進 

① 実践研究を通した指導力の向上と校内研究の活性化 

② 各種研修会への積極的な参加 

③ 主体的な研修意欲を高めるための教職員評価の活用 

（２） 綱紀粛正の一層の徹底 

① 服務規程の周知・徹底と教育公務員としての自覚と責任感の醸成 

② 職員間の信頼関係の醸成 

③ 『報告・連絡・相談・記録』の徹底 

（３） 教職員の健康管理と福利厚生の充実 

① 服務内容の精選と協力体制の確立 

② 時間外勤務の実態把握による指導・助言の徹底 

（４） 学習指導要領にもとづく指導の工夫と改善 

① 指導計画にもとづいた学習指導の実施 

② 年間指導計画の見直しと改善 

 ３ 教育環境の整備 

（１） 学校施設・設備の整備と充実 

① 安全・安心して学ぶことができる教育施設の整備 

② 児童の視点に立った安全点検の実施 

③ 学校環境の美化と施設・設備の計画的な維持管理・修繕の推進 

  （２）教材・教具等の充実と活用促進 

① 教材・教具等の計画的購入の推進 

② 現有備品の活用と管理の徹底 

③ 教材・教具の積極的活用 
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６．小学校の概要 
松島町立松島第一小学校 

                             〒981-0213 
                             宮城県宮城郡松島町松島字道珍浜 10 番地 
                             TEL (022) 354-2384（職員室）/FAX (022) 353-3464 

                              (022) 353-3402（校長室） 
                             [開校記念日 7 月 15 日] 

１．学区，学校の概要 
本校は，日本三景「松島」の中心に位置し，学区内には瑞

巌寺や五大堂などの由緒ある建築物や，西行や芭蕉の句碑を

はじめとする史跡が数多く見られる。学区は，観光中心の松

島地区，商業中心の高城地区，農漁業・住宅地地域の磯崎地

区に分かれている。保護者の職業は多彩であり，教育に対す

る関心は高く，学校に協力的である。 

本校は明治６年の開校で，校名の改称，分校の統廃合等を

経て，現在に至っている。現在の校舎は，昭和４８年に完成

したもので，平成１１，１２年度に耐震補強工事を含む大規

模改修工事が行われた。平成２３年３月１１日の東日本大震

災により，校庭への津波の浸水と校舎の損傷があったが，同

年１１月に新体育館が完成し，翌平成２４年には，校舎災害

復旧工事も完了した。 

 体力づくり推進校，心をはぐくむ教育活動推進校，福祉ボランティア学習推進協力校としての研究成果は伝統

として受け継がれており，平成１９年度には，小学校教科担任制モデル事業校となり，教科担任の専門性を生か

した指導を通して，児童一人一人の学力の向上を図るとともに中学校への円滑な接続，適応がなされるよう指導

に取り組んでいる。また，平成２５年度に，学力向上サポートプログラム事業の指定を受け，「自分の思いを表現

できる児童の育成」をテーマに，国語の研究に取り組んでいる。ＰＴＡ，地域の方々の協力のもと展開されてい

る“虹の図書ボラさん”による読み聞かせ活動や放課後

学習会「松っこ学級」は，本校の特色ある教育活動とな

っている。 

 

２．学校の経営の概要 

（１）教育方針 

一人一人の特性を生かし，“松島第一小学校の児童”   

としての誇りと“ふるさと松島”を愛する心をもち，健 

康で活力と創造性に富む人間性豊かな児童の育成をめ 

ざす。 

（２）目指す児童像 

 意欲にあふれ学びを活かして実践する子ども 

 （３）目指す学校像 

夢を語り合う“居がい”と“来がい”のある学校 

（４）重点努力事項  ＜抜粋＞ 

１）基礎基本を重視し，ひとり一人に確かな学力をつ

けると共に進んで学び合う児童の育成に努める 

 ①聞く姿勢を核とした基本的な学習態度の定着と学習習慣 

の確立 

 ②「家庭学習の手引き」を活用した家庭学習の習慣の確立 

 ③個に応じた“学ぶ楽しさを味わわせる”指導と通級指導 

  の充実 

２）思いやりの心を育て，豊かな人間関係を醸成する

生徒指導の推進 

 ①「あかるいあいさつ・きれいなくつばこ」を核に，基本 

  的なマナーを中心とした基本的な生活習慣の形成と定着 

  と学級力の向上 

  ②問題行動の早期発見と共通した指導による組織的な対応 

３）安全教育・安全管理の推進 

 ①防災教育を主軸とする「まつしま防災学」の充実 

 ②地域素材や人材を活用した総合的な学習の時間の充実 

４）特別支援教育の充実 

 ①校内支援委員会を核とした支援体制の充実 

  ②「生活アンケート」実施による児童の実態把握の強化 

５）コミュニケーションづくりによる信頼関係の構築 

 ①学習参観の実施と各学期末の学級・学年懇談会の充実 

 ②学校だよりや学級・学年だより等による家庭や地域への 

  情報発信 

６）特色ある学校づくり 

 ①志教育の充実と小・中・高の連携の推進 

 ②読書活動の充実と本校独自の図書ボランティアの活用 

３．現職教育 

 ◇研修内容 

 ①校内共同研究内容 

  ・自分の思いを表現できる児童の育成 

   ―国語科における「話すこと・聞くこと」の活動を通

して― 

②生徒指導に関する研修 

  ・全職員が共通理解を深めると共に，よりよい生徒指導 

   のあり方を追求する。 

③実技研修・学年研修 

  ・教材教具の正しい取り扱い方を知り，最新の教育機器 

   を日常の指導に積極的に取り入れる。 

  ・専門職としての資質の向上のため，学年内の教師全員 

が共通の目標に向かって組織的，具体的に研修を行う。 

 

自ら学ぶ子 

《よく考えて，進んで取り組み， 

解決できる子ども》 

思いやる子 

《友達の気持ちも考えて行動できる子ども》 

たくましい子 

《心も体も健康で，自分の身は自分で守る子ども》 

 

児童一人一人の生命の安全に努める学校 

・笑顔と歌と花のある学校 

・児童一人一人の生命の安全に努める学校 

・真剣で主体的な学習が行われる楽しい学校 

・明るいあいさつがとびかう和やかな学校 

・保護者，地域との信頼関係が深い学校 

・地域に開かれ，地域とともに歩む学校 

子どもと共に歩み，心を耕す教師 

・分かる授業づくりと学ぶ楽しさを教えることに努める 

教師 

・常に研修に努め，指導力の向上をめざす教師 

・人間的な魅力と教員としての専門性をもつ教師 

・高い“志”と倫理観をもち，高めあい，心身共に健康で

協働しあう教師集団 
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松島町立松島第二小学校 

〒981-0215 

                   宮城県宮城郡松島町高城字反町五 14 番地 

                            TEL（022）354-2456／FAX（022）353-2935 

                            [開校記念日 5 月 1 日] 
１．学区，学校の概要 

  学区は松島町の中央部に位置し，広さは町の 7割に及ぶ。学

区内には国道 45 号，346 号，三陸自動車道，そして JR 東北本

線，JR 仙石線が走り，交通の要衝を占めている。学区は自然

環境に恵まれ，児童が自然に触れ合える学習素材も豊富であ

る。学区のほとんどは農漁村部に属しているが，保護者の約 7

割は，勤めに出ており，専業農家や漁業従事者は尐ない。保護

者や地域の人々は教育に対して関心が高く，学校に対して非常

に協力的である。 

  本校は，昭和 24 年 4 月 1 日に旧松島小学校より分離し，松

島第二小学校として創立された。また，平成 3年に現在地に新

校舎が完成した。 

   昭和 51 年・52 年には宮城県花壇コンクール優秀校，平成 5

年から 8 年まで宮城県よい歯の学校，平成 7 年には宮城県健康教育推進校として表彰を受けた。平成 11 年度から 4 ヶ年，宮城

県教育委員会から，また平成 14 年度は国立教育政策研究所より教育課程の研究指定を受け，平成 12～14 年度と学校公開を開催

した。 

   平成 17 年度から宮城県障害児教育将来構想を受け障害のある子どもと障害のない子どもが，通常の学級で学習できる環境を

備えていくための「学習システム整備モデル事業」の 3ヶ年の指定を受けた。 

  平成 19 年度，松島第三小学校，第四小学校と統合を行った。 

  平成 20 年度「特別支援教育推進校並び学習支援室システム整備事業実施校」の指定を受け，校内支援システム等の構築を図

った。 

  平成 22 年度には，「学力向上サポートプログラム事業」において，算数の「わかりやすい」授業づくりのための指導法の改

善に取り組んだ。 

２．学校経営の概要 

（1）教育目標 

『社会の一員としての自覚をもち,自ら学び, 

思いやりがあり,健康で人間性豊かな児童の育成』 

（2）学校経営の基本方針 

人を教育することの厳粛さと公教育の使命を十分認識

し，本校の教育の基本方針及び教育目標の具現化をより効

果的かつ創造的に進めるため，以下のことに努める。 

  １ 子ども第一主義 

  ２ 人間性に立脚した教育と校内研修の充実 

  ３ 組織としての教育力の向上 

  ４ 地域素材の活用と連携重視 

  ５ 環境の重視と，信頼される学校運営 

（3）本年度の教育・経営の重点推進事項 

１）確かな学力と豊かな心を育てる教育課程の編成と実施 

①確かな学力と将来にわたって学び続ける力を育てる                                                          

学習指導の充実・改善 

②心に響く道徳教育の推進 

③自主性と創造性に満ちた特別活動の工夫 

    ④「志教育」の推進 

     ２）体育･健康に関する指導の充実と安全管理の徹底 

①運動に親しみ自ら身体を鍛える活動の工夫（遊具の活

用，縄跳び運動・業間マラソン） 

②保健・安全に関わる指導の充実（フッ素洗口，歯磨き

教室，町栄養士講話の実施，保健だよりの定期発行） 

③安全の確保と危機管理体制の強化（交通安全教室，                                                          

地震・津波・火災・不審者侵入に対する実践的避難訓練） 

④教員の避難誘導能力，不審者対応能力強化のための研                            

修・訓練の実施 

⑤ＰＴＡや地域組織等と連携した地区巡視の実施と強

化（外来者への声がけ，名札携行協力，挨拶の徹底）                        

 

⑥防災カリキュラム（松島防災学）の実践 

３）自立と共生を目指す特別支援教育の充実 

①自立を目指した適切な教育課程の編成と指導方法の工夫                          

②相互に学び合い，高め合う活動を通した，共に支え合

い，共に生きていこうとする意識の涵養 

③継続的な指導と指導体制の充実 

４）自律と自己実現を促す積極的な生徒指導の推進 

①望ましい人間関係づくりと集団への所属意識の高揚 

②ＰＴＳＤ等に配慮した「心のケア」の充実 

③問題行動等の早期発見・即時対応と家庭との密接な 

連携（｢不登校｣｢いじめ｣の未然防止の徹底） 

④生徒指導に関わる機関・団体との連携の強化 

⑤人間関係等の軋轢除去のための予防的な指導や活動 

の工夫 

５）豊かな心と学びを高める環境づくりの推進 

①学級花壇・菜園の積極的・計画的な活用 

②児童の励みになる教室及び廊下経営と，ホール等の積

極的かつ効果的な活用 

③主体的な学習の場としての図書室の整備等 

④蔵書の整備を中心とした図書室事業の充実 

６）地域ぐるみで子どもを育てる風土づくりの推進 

①学校からの情報の積極的な発信と学校評議員・保護

者・地域の意見を学校運営に反映する仕組みづくり 

②学校だより，学年だより等による積極的な情報発信 

③コミュニティーゲスト，学習サポーター等の地域人材

の積極的活用 

④警察・地域組織と連携した定期的な交通安全活動・防

犯活動の推進 

   
３．現職教育計画 

 ◇研究主題 

   「自分の考えをもち，進んで伝えようとする児童の育成」

（3 年次） 

  －国語科における｢書くこと｣の指導を通して－ 
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松島町立松島第五小学校 

〒981－0205 

宮城県宮城郡松島町幡谷字新田 5 番地 1 

TEL（022）352-2101／FAX（022）352-2109 

                                                        [開校記念日 7 月 15 日] 

１．学区，学校の概要 

本校は松島の北端にあり，周りの丘陵地から小川が流れ，

里山に恵まれた自然豊かな田園地帯である。南と東は松島

丘陵地に囲まれ，北と西は品井沼が開墾された水田地帯で，

大崎市鹿島台と黒川郡大郷町に隣接している。学区北側

には改修された吉田川が西から横切り，その下を潜るサイフ

ォンにより鶴田川が高城川と穴川に注ぎ，南に流れている。 かつて北部に広がっていた品井沼は，旧志田・黒川・宮城郡

にまたがる大きな沼で，当学区にも広がっていた。江戸時代の元禄期と明治時代に潜穴（トンネル）によって排水する干拓

工事が行われ，また，近年の河川改修により見事な水田地帯となっている。

その干拓の歴史を物語る遺跡は学区内に多く点在しており，資料館も建

てられた。学区は幡谷（はたや）と上竹谷（かみたけや）の二つの地区から

なっている。JR 東北本線が，学区中央に品井沼駅をおいて南北に貫き，

国道 346 号が西側を走っており，交通の便は比較的良いところである。 

平成 15 年，学校の北側にくぬぎ台団地が造成され，周囲の環境が大きく

変容した。 

本校は，明治 9 年に高城小学校枝校として幡谷小ケ谷地区に創立され，昭和 24 年に松島第五小学校と改称，昭和 25

年に現在地に移転した。現校舎は昭和 61 年に建てられた。平成 26 年度の児童数は 81 名，PTA 会員数は 62 名である。 

   地域の人々や保護者には本校の卒業生が多く，「地域の学校」との意識が強いためにとても協力的である。また，校地

は日本の愛唱歌「どんぐりころころ」の作詞者・青木存義氏の生誕の地である。地域には「どんぐりころころ」を始め，郷土の

遺産を後世に受け継いでいこうという姿勢が強く見られ，地域学習の環境づくりによい影響を与えている。 

２．学校経営の概要 

(1) 教育目標 

   学ぶ意欲と豊かな心をもち 

健やかでたくましい子どもの育成 

＜目指す子どもの姿＞ 

○よく考え自ら学ぼうとする子ども(知) 

   ○明るく思いやりのある子ども(徳) 

   ○しなやかでたくましい子ども(体) 

＜目指す学校づくり＞ 

○安全で安心な学校 

○子どもも教師も学び合う学校 

   ○花と緑と歌声のある学校    

 (2) 学校経営の基本方針 

  公教育の本質を踏まえ，宮城県・仙台教育事務所・ 

松島町の教育方針に従い，保護者や地域社会との連携 

のもと，全教職員の熱意と指導力を結集して，生き生 

きとした豊かな感性と基礎学力の涵養に努め，次の世 

代に貢献できる心やさしく，たくましく活躍する児童 

の育成を目指した学校経営を推進する。 

(3) 本年度の重点努力事項 
①一人一人を生かす学習指導の充実 

②心の教育の推進・道徳教育の充実  

③一人一人を大切にする生徒指導の推進  

④健康安全教育の強化 

⑤児童が安心して生活できる学校  

 ⑥特別活動の充実 

⑦特別支援教育の充実 

⑧教職員の資質・能力の向上  

⑨開かれた学校・地域力活用の推進 

⑩特色ある学校づくりの推進 

 

３．現職教育計画 

(1) 基本方針 

①学校の教育目標具現化のために，効果的な達成を目指して研

修をすすめる。 

  ②教材研究に努め，適切な教材教具を創意・工夫し，活用しな

がら指導技術の力量を高めていく研修をすすめる。 

  ③職員の特性を生かす研修や，健康の保持・増進と親睦を図っ

た研修も行う。 

  ④各種研修会，研究会に積極的に参加し，また，その成果を分

かち合えるようにする。 

  ⑤全職員が参加できる組織体としての研修をすすめる。 

(2) 校内研究計画 

①研究教科 算数科 

②研究主題 

   「自分の考えをもち，進んで学習に取り組む児童の育成」 

     ～算数的活動を取り入れた指導を通して～ 
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７．中学校教育方針 
 

 

Ⅰ 松島中学校の教育の基本理念 

 
  １ 育てたい人間像 

（１）郷土を愛し，日本人，松島人であることに誇りを持つ人間  （愛郷） 

    （２）多様で急激な変化の時代を心豊かに，たくましく生きる人間 （進取） 

    （３）正義と公共を重んじ，支え合い共に生きようとする人間   （共生） 

   

２ 中学校教育目標 

    『 松島を愛し 新しい時代を拓く 心豊かなたくましい人間の育成 』 

  

３ 松島中学校経営方針 

    （１）夢と希望のある学校づくり 

     ※１ （志教育の推進） 

    （２）確かな学力の保証と基本的生活習慣の育成 

          ※２ （授業研究会の充実） 

    （３）教職員の資質向上 

     ※３ （現職教育の充実） 

    （４）豊かな心をはぐくむ教育活動の推進 

    （５）地域に根ざした教育の推進 

  （６）減災・防災教育の推進 

  （７）生涯学習，生涯スポーツの基盤づくり 

 

 

Ⅱ 具体的施策（松島中学校としての特色ある教育活動） 

 
１ かしこく，やさしく，たくましい生徒の育成 

（１）かしこく（基礎・基本の定着） 

①「わかる授業」による確かな学力の保証 

②指導と評価の一本化 

③個に応じたきめ細やかな指導 

ア．一人一人の学びの保証(確かな学力の保証) 

イ．尐人数指導，習熟度指導，Ｔ・Ｔ 

 （１年英語 ２年英語 ３年数学） 

ウ．Ｐｒｏｇｒｅｓｓ Ｔｉｍｅの活用 

エ．良書に親しむ朝読書の時間 

    ④学び支援体制の充実 

ア．自学自習の進め  

イ．基礎基本の確実な習得と発展的な学習の支援  

ウ．学習意欲の高揚  

（２）やさしさ（健やかな心と体の育成） 

①明るい笑顔と元気なあいさつ 

  （こんにちは。おはようございます。さようなら。） 

②思いやりと感謝の心 

  （大丈夫ですか。ありがとうございます。） 

③きれいな校舎と整備された校庭 

  （ありがとう。） 

④感動する心 

  （やったあ。すばらしい。すごい。） 
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（３）たくましさ（やり抜く力） 

①「静思の時間」ではじまる一日を大切に 

②基本的な生活習慣の形成 

③しなやかで柔軟な対応 

（４）特色ある学校づくり（夢と感動のある学校） 

①学校行事の充実（運動会，合唱コンクール，３年生を送る会等） 

②「花と緑」のある環境 

③他校・海外との積極的な交流 

④松島中学校区志教育の推進 

 

（５）まつしま防災学の推進 

①「自助」「共助」「公助」の意識を高める実践 

②自然災害の種類を知り，自分の身を守る手段を学ぶ 

③小学校や地域と連携した避難訓練の実施 

④関係機関と連携した新たなカリキュラムの作成 

 

２ 地域を愛し，地域を学ぶ教育 

― 国際的観光地としての松島の将来を担う人材育成 ― 

（１）松島の自然，産業，歴史を学ぶ総合的な学習の時間（「ＷＡＶＥ」）の実践 

（２）松島町内での調査体験活動・職場体験活動などを通して松島を学ぶ 

（３）郷土「松島」を「知る」，良さを「発信する」，将来構想を「提案する」教育活動の 

実践 

 

 ３ 生涯学習・生涯スポーツに資する適切な部活動の運営と指導 

（１）保護者や地域，外部指導者及び地域のスポーツ・文化団体との連携と協力 

（２）仲間づくりを基盤とした個性や能力の伸長を図る部活動指導の充実 

 

４ 幼・保・小・中・高が共に学ぶ教育 

  （１）授業や学校行事の公開，部活動や地域のイベント等における交流 

（２）校種相互の情報の交換と共有を図る連携 
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８．中学校の概要 

松島町立松島中学校 

 〒981－0215 

宮城県宮城郡松島町高城字三居山一6番地の1 

TEL（022）354-3309／FAX（022）353-3474 

 

１．学区，学校の概要                [開校記念日 4月 16 日] 

 

  松島町の中央部に位置する本校は，町内唯一の中学校

であり，多くの町民にとって共通の思い出を持つ母校と

なっている。よって地域住民の本校に対する関心は高

く，協力体制は強固である。 

生徒は町内 3つの小学校から入学し，徒歩・自転車・

ＪＲ・バスなど様々な手段で通学している。元気な挨拶

と先輩・後輩，男女の仲の良さなど好ましい校風が根付

いている。卒業後は，地元の松島高校をはじめ，県内の

高等学校に進学している。 

活発な部活動は本校の大きな特色・伝統であり，運動

部は東北・全国の大会に駒を進めた種目も多く，町民が

世代を超えて交流する大切な場となっている。 

東日本大震災では大きな被害を受け，伝統ある体育館 

（講堂）が全壊し撤去されたが，校舎や体育館の改修が進み，学習環境が整っている。 

 

２．学校経営の概要 

 

 (1)教育目標 

 「心豊かで，自ら学ぶ意欲を持つ， 

たくましい生徒の育成」 

～夢や希望をはぐくみ，感動のある教育の実践～ 

 《具体的な目標》 

① 夢と希望のある学校づくり 

② 確かな学力の保証と基本的生活習慣の育成 

③ 教職員の資質向上 

④ 豊かな心をはぐくむ教育活動の推進 

⑤ 地域に根ざした教育の推進 

⑥ 減災・防災教育の推進 

⑦ 生涯学習,生涯スポーツの基盤づくり 

 

 

 (2)本年度重点目標（抜粋） 

① 学習指導の充実（確かな学力の保証） 

 ・基礎的・基本的な学習内容の定着  

  （Progress Time の実践） 

・個に応じたきめ細かな指導 

 （TT 指導，尐人数指導，習熟度別指導） 

・ICT 機器を活用した授業の工夫 

・松島町｢家庭学習の手引き｣の活用励行 

・個々の生徒のニーズに応じた特別支援教育の充   

 実 

② 豊かな心を育む教育活動 

・心の教育の充実 

（静思の時間，総合的な学習，道徳の時間の充

実） 

・自己指導力を育成する積極的・育成的生徒指導

の推進・強化 

③ 健やかな心身の成長と安全教育 

・体育・健康教育・食育の充実     

・保健安全教育・防災教育・安全管理の促進 

④ 特色ある学校づくり（夢と希望のある学校づくり） 

・各種行事，進路学習，地域との関わりを深めた 

「志教育」の推進 

・総合的な学習の時間の充実 

（体験的な学習の工夫，まつしま防災学の推進） 

   ・「学びの相談室」を活用した個別指導の充実・推 

    進 

   ・授業公開やイベント交流を通した小・中・高連 

携事業の推進 
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３．校内研修の概要 

 

  (1) 研究主題 

確かな学力を身に付けるために,主体的に取り組む生徒の育成  
  ～学ぶ意欲を持続させるための指導法の工夫～ 

 

 (2) 研究内容 

    ①生徒の学力についての実態把握 

  ②目指す生徒像の設定 

  ③各教科における研究の視点の設定と実践事項の設定 

  ④授業実践 

 

４．特色ある教育活動 

 

  (1)静思の時間 

・1日の始まりを静かにスタートさせる。 

 

(2)まつしま防災学 

・総合的な学習の時間の中で防災・減災について学ばせる。 

 

(3)家庭学習計画表 

・家庭学習の習慣化のために全生徒に取り組ませる。 

 

(4)Progress Time 

・毎週金曜日の朝に基礎的な問題に取り組ませる。 

 

(5)学びの相談室の創設 

・相談員，支援員による課外，長期休暇中の学習会を実施する。 

 

(6)活力ある部活動 

・切磋琢磨による技術・体力・気力の向上に努めさせる。 

 

(7)職場体験学習（2学年） 

・町内外の各事業所の協力で 2日間実施する。 

  

(8)特別支援学級における町合同学習会 

   ・町内小中児童生徒が町の施設等で実施する。 
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９．学校給食センター 

 
◎学校給食運営方針 

１．学校給食の目的 

学校給食は児童生徒の心身の健全な発達と食生活の改善を図り，栄養バランスの取れた食事の提供により，

成長期にある児童生徒の健康の保持増進と体位の向上に寄与すると共に，子どもの頃から生活の基礎基本を養

い望ましい食習慣の確立をねらいとする。また食育基本法の趣旨を踏まえ「はやね，はやおき，あさごはん」

の徹底を図り，児童生徒や先生とふれ合いの場としての食事を通して，豊かな人間関係を作り共同作業を通じ

て勤労の大切さや協調，感謝の心を養うことを目的とする。 

２．栄養管理の充実 

  献立は，栄養・嗜好・経費・衛生・地域性・調理能力等総合的に考慮するとともに，栄養量については，国

の「学校給食摂取基準」を踏まえ，常に献立の研究・調理方法の工夫をしながら学校給食の充実に努める。 

３．食育の推進等 

  栄養士による児童・生徒への食に関する指導，給食だより等の発行による保護者に対する栄養指導及び   

食生活改善等の啓蒙を図る。また，地場産物を給食に活用し，地域の食文化や食に係る産業，自然環境の恵沢

に対する理解の推進に努める。 

４．環境衛生対策 

  ①手洗いの励行 ②伝染病予防の保菌検査 ③健康観察 

  ④食品の購入・調理，その他の衛生管理 ⑤センター周辺の環境整備 

５．安全対策 

  調理員の調理従事中の安全確認，機械器具等の取り扱いの指導徹底 

 

◎学校給食実施状況 

１．給食対象者（平成 26 年 5月 1 日現在） 

校 種 数 児童生徒数 教職員数 センター職員 計 

幼稚園  3  100 15    115 

小学校  3  582 61 13(11)   656 

中学校  1  348 31    379 

計   7 1,030    107 13(11)   1,150 

２．年間給食回数 

区   分 幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 

年 間 回 数 165 回 175 回 
 1・2 年  168 回  

3 年  163 回 

内 訳 

米 飯 99 回 105 回 
 1・2 年  102 回  

  3 年   99 回 

パン・麺類 66 回 70 回 
 1・2 年   66 回  

  3 年   64 回 

給食回数については，松島町学校給食センター管理運営に関する規則を基準にしている。 

 

 

◇参考 松島町学校給食センター管理運営に関する規則 

第 5条 学校給食は年間を通して小学校については190回以内中学校については180回以内を基準とする。 

2 幼稚園については年間を通して 180 回以内を基準とする。 

※給食は週 5回とし内米飯給食 3回（月・水・金），パン・麺類給食 2回（火・木）です。 
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３．給食費 

区    分 幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 

一 食 当 り 250 円 265円  310 円  

月   額 3,750 円 4,215円  
 1.2年          4,734円  

 3年        4,593円   

年   額 41,250 円 46,375円  
 1.2年           52,080円   

 3年          50,530円   

 

※給食費の納入については，松島町学校給食センター管理運営に関する規則第 6条第 2項に基づいて 11 ヶ月均

等納付 

 

◎学校給食センターの管理運営の諸経費 

現在の学校給食費は，学校の設置者が実施主体となり（学校給食法第 4条），在学全児童生徒を対象として（学

校給食実施基準第 1 条）学校給食物質を，栄養バランスのとれた食事として，調理加工のうえ提供することに

なっている。 

この際，学校給食の実施に必要な施設設備費及び人件費等の管理経費は学校の設置者の負担とされ，その他の

経費（主として食材料費）は保護者の負担とされている（学校給食法第 11 条）。そして，前者についてはその

一部を国が補助できることになっている。 

又，衛生対策として牛乳保管庫を各学校に設置，給食搬送車 2台においても車内の食品の温度管理に配慮し食

中毒予防に万全を期している。 

 

 

 

◎職員構成 

所 長 事務職員 栄 養 士 
調理師（委託） 運転手 

（委託） 
計 

男 女 

1 （兼） 1（県） （2） （9） 兼（男） 13（11） 

  

   ※ ( )内 は 委 託 職 員 数 の 再 掲 

 

 

－28－ 



 

１０．「まつしま防災学」指導計画 

 

幼稚園～中学校 

 

１ 「まつしま防災学」設定の理由 

 

平成 23 年 3 月 11 日（金）14 時 46 分にマグニチュード 9.0 の観測史上最大となる東北地方太平洋

沖地震が発生し，松島町においても震度 6 弱の大きな揺れにみまわれた。この大震災により，町内で

十数人の方が亡くなり，避難者はピーク時で 3,719 人，津波の高さは最大で 3.8ｍに達し，特に松島

海岸地区と手樽地区において被害を受けた。 

    松島町立学校でも，第一幼稚園と第二小学校体育館，第五小学校体育館が避難所となった。幸い児

童生徒及び教職員の人的被害は無かったが，保護者を亡くした児童生徒や被災による心的ストレスを

受けている児童生徒もおり学校における継続的な対応が求められている。 

災害時には，救援を受けることはままならないことが予想されていたが，停電による連絡網・情報

網の寸断，長期にわたる断水や交通網の混乱等が発生し，学校施設も大きな被害を受けた。 

松島町においては，「世代継続する地震に強いまちづくり」という目標を掲げ，子どもたちに，防災・

減災の基礎知識を取得させる目的から，平成 17 年より町内の小・中学校が共同して 9年間の一貫した

カリキュラムを作成し，「まつしま防災学」として防災教育を行ってきた。地区防災との協働によるコ

ミュニティースクールモデル事業による防災訓練，学校における防災用品の備蓄を始めた矢先の震災

であった。保護者との共通理解，様々な災害に備えた防災訓練，保護者の安全にも配慮した引き渡し

等新たな課題も明らかになってきた。     

  地震災害等の自然災害の頻発するわが国では，今回の大震災による教訓を契機に，防災対策の見直

し，国民一人一人の防災・減災に関わる教育の充実が今後一層求められている。保護者や地域の協力・

協働のもと災害から子どもたちの「命を守る」ための「まつしま防災学」を更に充実していくことが

必要となっている。 

 

２ 幼 稚 園（※訓練は小学校と合同で実施） 

 

１） 目 標 

メインタイトル      『災害から命を守る』 

幼稚園タイトル        「自分を守る」 

 

時期 訓練 ねらい 内容 

 

春 

  

 

 

地震訓練 

 

・緊急放送，保育者の指示で行動，

避難の仕方を知る。 

・自分の身を守る方法を知る。 

・「おさない・はしらない・しゃべ

らない・もどらない」の約束を守

る。 

・親への引き渡し訓練により，実際

に即した引き渡しを保護者と協

働で行う。 

・非常ベルや放送を注意して聞く。 

・担任の指示で机の下に潜る。 

・保育者とともに集合場所に避難する。 

・津波の恐れがある時は，高台の二次避難 

場所に移動する。 

・引き渡し訓練 

 

秋 

  

 

 

 

火災訓練 

・放送を静かに聞く。 

・火災の避難の仕方を知る。 

・保育者の指示ですばやく集合場所に避難 

する。 

・年長児は濃煙体験をする。 

（１）地震発生時，放送や保育者の指示を聞くことができる。 

（２）安全に敏速に，訓練どおりの避難行動を冷静にとることができる。 

（３）「おさない・はしらない・しゃべらない・もどらない」を守ることができる。 
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（４）危ない場所や物から離れ，安全な場所に移動し，避難できる。地震や津波，火事などで町が

壊滅状態になっても，数日間は自力（家族の力だけ）で生活できるようになる。 

（５）家庭で災害時の行動を話し合い，安全への備えをする。 

 

２） 期待できる効果 

（１）災害時に自分の身を守ることができる。 

 （２）家庭の防災意識を高揚させることができる。 

 

３ 小 学 校 

 

１） 目 標  

メインタイトル      『災害から命を守る』 

                  小学校との合同避難訓練（第二幼稚園） 

低学年タイトル        「自分を守る」 

中学年タイトル        「自分や家族を守る」 

高学年タイトル        「自分や家族を守り，地域の人の役に立つ」 

 

（１）地震や津波，火事の怖さを知ることができる。 

（２）地震や津波，火事などが発生したときに，自分の身を守るための行動がとれる。 

（３）地震や津波，火事などの被害を大きくしないために，家具の倒壊や火事の発生を未然に防ぐこ

とができる。 

（４）地震や津波，火事などで町が壊滅状態になっても，数日間は自力（家族の力だけ）で生活でき

る。 

（５）地震や津波，火事などで，けがややけどをしたときには，応急処置をすることができる。 

 

２） 期待できる効果 

（１）災害時に自分の身を守れる児童が増える。 

（２）児童の話から，家族の防災意識を高揚させることができる。 

（３） 家具の倒壊や火事の発生などを未然に防ぐことができ，被害の規模を小さくすることができる。 

（４）災害時に，自分の身を守ることのできる児童が増えることにより，救急隊がより迅速に重傷者

の救助に向かうことができ，被害を小さくすることができる。 

（５）防災に関する知識や実践力が次第に高まり広がることによって，「地域防災」へとつながり，世

代を引き継ぎながら地震に強いまちづくりへとステップアップしていくことができる。 

 

３） 指導の方針   「養い，伸ばし，高める」指導～発達段階に応じた指導過程を通して～ 

  （１）開始時期 

   「地域防災の時間」は平成 17 年度から開始しており，教材化については，必要により関係機関（県・

町・東北工業大学など）の協力を仰ぐ。 

  （２）時間配当 

   ①「まつしま防災学」は，学活の時間等の中に 2 時間を配当した。 

      ②「総合的な学習の時間」の中で「地域防災」に関する課題を設定し，10 時間程度の学習に取り

組ませる。低学年においては，「生活科」の中で 2時間程度を配当し，地震に伴う集団下校や火

災・津波の様子について学習する。 

         （例） ・被災地の学校との交流 

                ・防災マップ作成 

                ・ライフラインが止まったときの生活の仕方 

                ・災害防止グッズ，災害縮小グッズ 
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      ③「教科」「道徳」における指導については，平成 17 年度中に，各学年でその計画を作成した。

（主に発展の学習として取り扱う） 

〈例〉 【国語】標語づくり，読書会（震災，津波に関する本） 

          【算数】四則計算，グラフ，割合等の学習の一部を，震災被害などのデータ等を使っ

て行う。 

【家庭】非常食，安全な住まい方，防寒に関する知識 

【道徳】不とう不屈，思いやり，社会的役割の自覚と責任，社会への奉仕，国際理解

と親善などの指導内容で，震災関係の資料を活用する。 

  （３）防災教育・防災関係組織図 

      「まつしま防災学」は，学校の防災教育の中に位置し，その全体計画は，校長の指導のもと，防

災主任が中心となり，研究部（学年主任・特活主任・道徳主任・総合的な学習の時間主任）と連携

して全体計画を作成し，それを受け，各学年で年間指導計画を作成し指導にあたる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
避難訓練のようす（第二小学校）          消防署や消防団との合同訓練（第五小学校） 
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４ 中 学 校 

 

防災教育指導計画（まつしま防災学） 

１） 設定の目的 

 平成２３年３月に起きた東日本大震災では，これまでの想定をはるかに超えたマグニチュード 9.0

の巨大地震・津波によって広い地域で甚大な被害が発生し，多くの人命が失われた。 

  岩手県，宮城県，福島県を中心とした東日本の広い範囲の学校では，学校の管理下での地震・ 津

波災害として，今まで経験したことのない対応を迫られ，様々な課題が提示された。 

  我が国は，自然災害が多発する地域に位置しているため，これまでにも地震・津波による被害 が

繰り返し発生してきており，今後も自然災害の発生は避けて通れない。地震発生時や津波からの避難

行動，生徒の保護者への引き渡しや学校での待機，学校施設が避難所になる際の協力体制 などの課題

に対して，その重要性が再認識された。 

  今現在も小規模ではあるが地震は続いており，今後の学校における防災教育，防災管理の諸課題に

ついて方針と対策を提示し，児童生徒の安全確保はもちろんのこと，児童生徒等自身が危険を予測し，

回避する力を身につけるための指導のあり方について検討していく必要がある。 

  松島中学校は今回の震災で震度 6 弱の大きな揺れによって体育館の壁が崩れ，校舎内のあちこちも

亀裂やゆがみ地盤沈下といった部分が多く見つけられた。海岸から約２㎞ほど内陸に位置し，松島湾

内の島々に守られたことで津波の被害を直接受けることはなかったが，２つの川に挟まれ，近隣の高

台も崖崩れを起こすなど，いざ避難をする時に方針が立てにくい地域に立地している。 

  このことから，学校の実情に合わせた防災マニュアルの見直しと改善を行い，学校全体の防災意識

を高め，自らの命を守り抜くために「主体的に行動する態度」を育成すること，また，防災教育の基

礎となる基本的な知識に関する指導を充実させるための防災教育を推進していかなければならない。 

 

２） 目 標  
 

 

災害の危険から自らの命を守り抜くため， 
主体的に行動する態度を育成する防災教育の推進 

 

中学校は「地域の防災拠点」，中学生は「地域の防災戦力」となるために 

  「身につけ，考え，行動できる」・「やさしく」・「たくましい」生徒を育成する 

 

（１）防災意識 

        ①危険の予測と回避する力の育成 

        ②防災の基本的知識に関する指導の充実 

        ③災害時に支援者として貢献する意識を高める精神の育成 

（２）防災管理・組織活動 

     ①教職員が学校安全の中核となるための研修の推進 

        ②各学校における地震・津波に係る対応マニュアルの整備と充実 

         ③町の防災担当部局等との学校防災についての連携体制の構築 

④防災に関する科学技術の活用と促進 

⑤地域・家庭と連携した防災訓練等の推進 
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３） 危機管理対策  

 （１）危機管理伝達図 

                   

 

 

 

 防災管理責任                               

                                                        町教育委員会 

 教育長・課長  危機管理委員会  

 

 

                          

       ↑  ↓  ①校  長  ②教  頭 

 ③防災主任  ④教務主任 

 ⑤１年主任  ⑥２年主任 

 

 

 

   防災本部  

  校長（本部長） 

教頭 

 防災主任 
→     （緊急時は通過） → 

 

職員会議 

（職員） 

  → 

 

全校生徒 

（家庭） 

 

   ⑦３年主任  ⑧生徒指導 

 ⑨研究主任  ⑩保健主事        ↑  ↓                           

 

 

 

 地域 ＰＴＡ 

 警察  消防 

 医療 

 

 

 

 

（２）災害に関する分掌役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常持出，公簿保安 

②火災想定訓練（秋季） 

①災害時における生徒の行動マニュアル整備 

①防災啓蒙活動 

①地震・津波想定訓練（春季） 

防災教育計画立案（笠原・遠藤健・相原） 

避難所機能の順次強化，支援物資・非常食等の備蓄 

関係機関との連携強化 

職 

員 

会 

議 

防 

災 
主 

任 

教 
 
 

頭 

松 

島 

町 

校 
 
 

長 

危 

機 

管 

理 

委 

員 

会 
避 難 訓 練 

生 徒 会 

管   理 

渉   外 

管  理 部 

防 災 教 育 

総合的学習 

特別活動部 

保 健 部 

各 教 科 

道   徳 

生徒指導部 

図 書 担 当 

P T A 

『 まつしま防災学 』指導 

    ①１学年・特別支援学級「自助」 

    ②２学年「共助」 

    ③３学年「公助」 

各学年の計画・指導（年間指導計画） 

①救護機能の強化・組織化等 

各教科の計画・指導（別紙） 

②他校との情報交換・交流活動 

②通学路のハザードマップ整備 

③安否連絡訓練等 

②地域巡回指導・捜索活動 

①防災学の資料充実・整備 

①情報提供・共有 
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４） カリキュラム 

（１）「まつしま防災学」・・・地域の防災戦力に 

学 

年 

時 

間 

学 習 内 容 ・ 分 野  

具 体 的 な 活 動 と 支 援 救 命 避 難 生 命 確 保 生 活 確 保 

 

 

 

 

１ 

学 

年 

 

 

 

 

２ 

 

①津波の威力を

 知る 

②津波時の避難

 方法と心得 

②避難所位置確

 認 
第１学年テーマ『 自助 』 

 

①津波について 

 ・発生メカニズムや威力について(ＶＴＲ①) 

  ・３・１１の教訓（実態）を生かす(ＶＴＲ②) 

②DIG（災害想像ゲーム＝図上訓練） 

 ・避難経路や救援方法などについて討議させる 

③震災孤立や危機脱出の想定と訓練 

  ・ 

④講話「東日本大震災の教訓を生かす」 

 

２ 

 

 

 

②学校の立地条

 件を知る 

②津波時の避難 

 経路        

②避難経路の選

 択 

②二次避難場所

 と経路 

③避難時の持ち

 物と服装 

③非常用備蓄庫

 の内容と場所 

２ 

 

 

 

③避難所生活の

 様子 

③暖と涼を確保

 する方法     

２ 

 

 

 

 

講話「東日本大震災での避難方法の教訓」 

    ※講師は震災体験校教師を予定 

 

 

 

 

２ 

学 

年 

 

 

 

 

 

１ 

 

①落下・転倒・倒壊警告マップの作

成 
 

 

第２学年テーマ『 共助 』 

 

①校地内の防災・減災につながる環境を考える 

  ・避難時の危険想定箇所のチェック 

②下校時における避難 

 ・弱者対策を兼ねた避難対応計画の作成 

③自衛隊との連携 

④心肺蘇生法とＡＥＤについての講習 

⑤地域住民との交流による防災計画の確認 

⑥講話「生活の知恵を防災と減災につなげよう」 

 

２ ②弱者の避難誘導におけるマニュアル作り 

１ ③自衛隊との連携確認                        

１ 

 

 

 

④心肺蘇生法と

 ＡＥＤ講習 

 

 

１ ⑤各区長との避難所運営についての確認 

２ 

 

 

 

 

講話「学校防災と地域防災との関係」 

    ※講師は地区の避難所運営者を予定 

 

 

 

 

 

３ 

学 

年 

 

 

 

２ 

 

 

①救助と応急手当の訓練 

  ・救助訓練の役割と方法確認，実施 

  ・負傷者報告と対応マニュアルの確認 

第３学年テーマ『 公助 』 
 

①災害時の行動と役割 

②地域支援とリーダー的行動 

③復興ボランティア 

④非常食調理体験 

⑤講話「防災・減災の支援者になるために」 

１ ②県内各被災学校の記録と松中防災計画の比較 

 

１ 

 

 

③仮設テントトイレの設営訓練 

③避難所運営の確認（備蓄状況） 

２  ④炊き出し訓練 

２ 

 

 

 

 

講話「宮城県の防災計画」 

    ※講師は県の防災教育担当者を予定 

 

 

 

特

別

支

援

学

級 

 

 

２ 

 

①津波の威力を

 知る 

②津波時の避難

 方法と心得 
②避難所位置確 

 認          

すばる学級テーマ『自助』 

  

①津波について                          

 ・発生メカニズムや威力について(ＶＴＲ①)   

  ・３・１１の教訓（実態）を生かす(ＶＴＲ②) 

②DIG（災害想像ゲーム＝図上訓練）          

 ・避難経路や救援方法などについて討議させる 

③震災孤立や危機脱出の想定と訓練           

④下校時における避難 

⑤地域住民との交流による防災計画の確認 

２ 

 

 

 

②学校の立地条

 件を知る 

②津波時の避難 

 経路        

②避難経路の選

 択 

②二次避難場所

 と経路 

③避難時の持ち 

 物と服装     

③非常用備蓄庫 

 の内容と場所 

２ 

 

 

 

③避難所生活の

 様子 

③暖と涼を確保 

 する方法     

２ 

 

⑤地域住民との防災交流会 
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